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「コロナ・パンデミック時代のコミック・ブックの性格 〜アメリカ人の心の洞察〜」 

Comic Book characters in the age of the corona pandemic: Insights into the American psyche 
by Tim Newfields 

 
  様々な社会や文化においてヒーローと悪役について考察する必要があるのかどうか、考える

価値があるかもしれません。 この点について、カーライル(1908）、ルール(2001)、キャンベル

（2008）が示唆するのは、英雄は与えられた社会の文化的理想を体現しているというものです。 
逆に言えば、悪人や悪魔はそれらの理想の対極にあるものです。特に、同じ人物をヒーローに仕

立てたり、悪役にしたりして、物語がどのように調整されるかを観察する事はとても興味深いこと

です。  
例えば、保守系メディアはドナルド・トランプ氏を、退廃的なリベラリズムに対抗する正義のヒー

ローとして描いています。 反対に、左翼メディアは、彼を貪欲、欲望、傲慢の体現者として描いて

います。 英雄や悪役にテレロジカル（または神学的）な次元が与えられることは、一般的です。 
彼らはしばしば、普通の無力な人間とある種のより高い力の間とのゲートウェイとして見られます。 
ヒーローは、慈悲深く、倫理的で賢明であるように見えます。 それに対し悪役は、邪悪であり、利

己的であり、破壊的な力を提供するか、実際にその権力そのものになったりします。 
 ここで、「悪役は悪魔とどう違うのか？」という疑問が生じます。 どちらも社会的なアイコンです

が、人を「悪魔」と表現することで、多くの宗教的なレトリックを物語の中に投げ込みます。 読者の

皆さんもご存知のように、キリスト教における悪魔とは高慢の罪が憎しみに変わった堕天使のこと

です。一般的に西洋の悪魔の主な目的は、人間の魂を誘惑し、神の権威を否定することを好む狡

猾な悪者として描かれています。 
 キリスト教は、アメリカのほとんどの地域で現在も主要な宗教であり続けています。しかし、2020
年の PRRI の調査によると、キリスト教の影響力は、アメリカの一部の地域、特に若者の間で低下

しています。 一部の人々にとって、コミックブック（今日では映画と連動していることが多い）は、ま

るで宗教のような意味合いを持っています。 オコーネル氏が言うように、「多くの映画の観客は、

しばしば映画は治癒力と憂鬱な時に観客の精神を高める方法を持つことを忘れることがよくあり

ます(オコーネル 2021 p16)」気分を高揚させ、インスピレーションを与える映画には、私たちの生

活を変える能力があります。 映画館が教会に取って代わる可能性は低いですが、何百万人もの

視聴者がお気に入りの漫画本のヒーローを賞賛するために映画のスクリーンに目を向け、ヒーロ

ーが架空の都市（全世界ではないにしても）を悪から救うので贖いの感覚を感じます。 
 特にスーパーマンは、1938 年に 2 人のユダヤ人青年が創作した漫画のアイコンです。スーパー

マンがモーゼとイエスに似ているため、多くの作家（フィリップス 2013、カバー2016、クラントン

2017）によって注目されています。ユダヤ教とキリスト教の救世主と漫画本のヒーローは、彼らの

コミュニティが持つ尊厳や信念、自己犠牲、正義感などを共有しています。 しかし、モーゼやイエ

スとは異なり、現代のコミック・ブック・ヒーローは、既存の世界秩序に内在する体系的な不正義に

挑戦することはほとんどありません。彼らは非政治的であり、イデオロギーに関係なく、アメリカ社

会の主流である改革とはほど遠い存在です。彼らは現状を支持する傾向があり、限られた数の悪

人や地球外の脅威にしか挑戦しません。 この決定の背後に経済的戦略がある事は明らかです。

潜在的な消費者を遠ざけるような論争を避けることで売上が増加します。 
  この短いエッセイで私が言いたい主要な点は、英雄と悪役は資本主義市場で造られた商品と

見なすことができるということです。 現在のアメリカでは、製造と販売は主に二つの非常に大きな

系列企業によって行われます。 マーベルコミックス（現在はウォルトディズニーと 20 世紀フォック

スの傘下）は、アイアンマン、キャプテンアメリカ、スパイダーマン、キャプテンマーベルなどのヒー

ローと、その敵であるサノス、ギャラクタス、ヴェノムなどを生み出しました。 アーチのライバルで

ある DC コミックス（現在はワーナー-ブラザーズ、ソニー-エンターテイメント、ATT の系列企業）は、

スーパーマン、バットマン、アクアマン、サイボーグ、ワンダーウーマンなどのヒーローを生み出し、

ジョーカー、ダークセイド、レックスルーザー、ダークエンジェル、デウームズデイなどの悪役と戦っ

ています。 
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  マーベルと DC コミックは、数百万ドル規模の業界として、主に利益の最大化に関心を持って

います。そのための方法の 1 つは、何らかの形で消費者と関連するようなテーマを制作することで

す。2020 年初頭、アメリカでコロナウイルスが発生して以来、多くの人々がその感染の拡大に強

い関心を持つようになりました。 当然のことながら、マーベルはパンデミックに関連したテーマで

いくつかのコミックブックや映画を制作しました。 マーベルの「ヴェノム：殺戮を放っておけ」（2021
年）では、感染力のあるエイリアンの共生体が人間を滅亡させる様子が描かれています。1971 年

にダークコミックのキャラクターとして登場したモービウスは、最近、2022 年に公開される恐ろしい

映画のために作り直されました。 モービウスの物語は、医学がいかにして、かつて想像もできな

い恐怖を生み出すのかを明らかにしています。DC コミックも、コロナウィルスの大流行に乗じて、

ダークな色合いの映画を提供しています。 2021 年 3 月に発表された「ジャスティス・リーグ ザッ

ク・スナイダーカット」では意図しない結果として宇宙人の侵略という概念が悪用されています。 ま

た、敵対者・ステッペンウルフは、ロキ（北欧のいたずらの神）にも、巨大な金属コロナウイルスに

も見えます。8 月に公開された 132 分の大ヒット作である「スーサイド・スクワッド」では、人間に感

染する微細な胞子を放出する巨大なエイリアンのヒトデと戦うアンチヒーローを描いています。  

今後制作されるアメリカ映画には、COVID-19 危機とは関係のないテーマが認められるべきです。

しかし、Leckridge（2020 年）が指摘するように、恐れと畏怖は強力な誘引力です。今日、アメリカ

最大のコミック・ブック出版社の一部となった映画スタジオの多くは、利益を高めるためにそれらの

感情を利用しています。 
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